第Ⅴ統合分科会

記録者名前：吉田　竹彦（公営企業評議会）　砂田登代嗣（富山県本部）

参加者人数：17日午前　227人

	プログラム
	17日(金) 9 ：00～ 9 ：05

　開会あいさつ

	記　　　録
	　堀江座長のあいさつで開会。３月上旬の見込み人数の約３倍近くの参加者が見込まれ、広めの会場もみるみるうちにほぼ満席状態に。推進委員からは感嘆の声。

	プログラム
	 9 ：05～ 9 ：35

　基調提起「環境自治体づくりの現段階と課題」

　　　　　　　　　　　田中　　充（法政大学教授）

	記　　　録
	　田中先生のソフトな声で最初の基調提起がスタートする。

　1991年に開催された三重自治研での「環境自治体づくり」提唱までのプロセスを判りやすく解説していただいた一方で、約20年の年月を経て「環境自治体づくり」に向けた取り組みが低迷している現状にも触れ、環境自治体を作る主体は自治体であることを再認識しなければならないことを強調された。

	プログラム
	 9 ：35～10：35

　記念講演「いま、ほんとうに考えるべき環境問題とは」

　　　　　　　　　　　小野　有五（北海道大学大学院教授）

	記　　　録
	　海外での豊富な調査研究でのスライドをふんだんに使って、判りやすい講演だった。静かな語り口だが、全体を通して小野先生の強い信念に基づいたメッセージが込められ、意識を揺さぶられる思いだった。

　冒頭、南極の厚さ3,000ｍのボーリングサンプルから得られた45万年前からの地球の二酸化炭素濃度の推移を示したグラフで、産業革命から現在までの変化がどれだけ異常なことかを説明された。これは地球の自然状態での増減範囲を大きく逸脱しているとのこと。いろいろな科学者が温暖化を語っているが、確実に言えることは「私たちが予測のできない不確実な世界に入ってしまった、日々突入しているということだけ……」と強調した。また地元の北海道の現状に触れ、幕末から現在まで先住民族の権利をどれだけ一方的に奪ってきたかを説明。とくに道北で開発局が計画しているサンルダムの無謀性を訴えた。一時間の持ち時間をフルに使い、熱く語られた。

	プログラム
	10：45～11：45

「レポート発表」

　　①　「横浜市におけるごみ減量化の取り組みについて」
　　　　　　神奈川県本部／自治労横浜市従業員労働組合・環境事業支部　天草　　誠
　　②　「環境農業推進と自治体の役割 ― 自治体“農”ネットワークの成果と現場運動の方向 ― 」

　　　　　　茨城県本部／茨城県職員組合普及評議会・自治体“農”ネットワーク

	記　　　録
	

	プログラム
	11：45～12：00

「助言者コメント」
　　助言者：田中　　充（法政大学教授）

　　　　　　小野　有五（北海道大学大学院教授）

　　　　　　須田　春海（市民運動全国センター世話人代表）

	記　　　録
	【田中】　事例報告に触れたい。横浜市という大都市で大胆な資源循環型行政への転換がされたことを評価したい。このような取り組みは10年前では考えられなかったこと。大都市における循環型システムの構築という意味では、社会システムを

	
	　　変えるという作業を伴う。このときいくつかの障害にぶつかるものだ。変革は時には痛みを伴うが、横浜市の取り組みは先進的に進められていると思う。集会に対するコメントとしては、全国から集って事例を学ぶことの意義を是非知ってほしい。フロアーからの積極的な発言をお願いしたい。

【小野】　横浜市の取り組みには感動した。先進的な取り組みだと思う。サッカーや野球など若い人が集まるところで、ごみの分別をやることの意味は大きい。農業の取り組みについては、農業環境がそのまま環境問題に直結した産業としてある。日本の川はサッと流れるので、一時的に湛水できる稲作は畑作に比べて水害に強いので、今後、日本の進むべき道としたい。防災ではなく「減災」の方向に向かうべきだと思う。日本の特性を工夫すればもっと効果のある話だと思う。

【須田】　環境が今、伸び悩んでいる。金にならない、票にならないが根底にある。会場にはたくさん若い人が参加している。どんどん年寄りを乗り越えて前へ進んで行ってほしい。


良かった点、反省点など

	

	　とにかく会場が満席になったことは嬉しい点。過去の集会報告を見ると、「環境は人気がない」傾向が明らかで、推進委員会での話題もその方向へ話しが進む。第Ⅴ統合分科会の目標の一番に挙げられたのが参加者の増員だっただけに、良かったと思う。

　反省点としては、第Ⅴの推進委員のコミュニケーションをもっと積極的にするべきだったと思う。半年の間延び期間が希薄になったかな……と感ずる。

　フロアーからの発言が少なかった点。手法としては質問を「仕込んでおく」やり方があるが、呼び水としては準備しておくべきだったと思う。

	


全体の印象、感想

	

	　定説？を覆す参加者の多さにビックリした。「何が起きるか予測できない、人類が初めて経験する」時代への突入を多くの人が感じ始めているからだろうか。横浜という大都市で「ごみが減った要因は、啓発活動に尽きる」と報告された精力的な活動は圧巻だったし、“農”ネットは「環境保全に果たす農業の役割への理解」を広げるカギとなる「生産者と消費者の相互理解」、その橋渡し役としての自治体、農業団体の役割を強調された。両報告ともに市民と自治体の協働について触れられていたのは印象的だった。
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